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原子炉内中性子による放射化量を高精度に決定するための基礎研究として、JRR-3の HR-1照射孔における

中性子束の照射位置依存性を、MVP-3を用いて計算した。計算結果に基づき、照射試料と中性子束をモニ

ターするための金属箔との位置のずれが、放射化量導出に与える影響を評価した。この結果、熱外中性子

成分について有意な効果が確認された。放射化量評価や中性子断面積導出に与える影響について議論する。 
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1. 緒言 

放射化実験において、中性子束の決定精度は放射化量の測定精度を決定する主要因の１つである。しか

しながら、原子炉を利用した放射化実験では、照射カプセル内径が 3cm程度と小さいために、同じカプセ

ル内に装荷した照射試料と中性子束モニター用放射化箔の照射位置の違いによる中性子束の差は無視され

ることが多くあった。本研究では、原子炉内中性子による放射化量を高精度に決定するための基礎研究と

して、照射カプセル内の中性子束勾配の影響を定量的に評価することを目的とした。先駆的研究として、

KURの PN-2照射設備の照射カプセルにおける中性子束勾配に関する松下氏らによる実験的研究がある[1]。 

本研究では、放射化分析や断面積測定に用いられる JRR-3 の HR-1 照射設備を対象に、これまで詳細に

検討されてこなかった照射カプセル内の中性子束勾配の影響を、詳細な核計算を可能とする連続エネルギ

ーモンテカルロコード MVP-3[2]を適用して評価した。 

 

2. 計算条件 

MVP-3 の計算に用いた JRR-3 における炉心と HR-1 照射設

備の位置関係を図 1 に示す。照射カプセルは炉心表面から

15 cm 離れた位置にあり、試料を装荷可能な領域として直径

2.6 cm、高さ 10 cmの空間が存在する。計算では、照射カプセ

ル内に、長さ 2.2 cm、厚さ 0.8 cm、高さ 9 cmの中性子束を計

算する領域を炉心表面に垂直となるよう設置し、長さ方向（図

中の R方向）について 2 mm間隔で分割した 11領域の中性子

束から勾配を評価した。なお、MVP-3 を用いた中性子輸送計

算には、核データライブラリに JENDL-4.0[3]を利用した。 

 

3. 結果 

HR-1照射設備の照射カプセル内部における、R方向の熱外

中性子束（≧ 0.5 eV）の変化を図 2に示す。中性子束勾配は

平均 8%/cmであり、照射試料と中性子束モニターの位置が例

えば 4 mmずれる場合、熱外中性子束に 3%の影響を与えると

いう知見を得た。発表では放射化量の決定に与える影響評価

を含め報告する。 
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図 2 HR-1照射孔の中性子束変化(≧ 0.5 eV) 

図 1 JRR-3計算体系 
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